怪異に 嫌わる 
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とにかく 暫く 貸して 貰う という ことにして、 ぬけぬ け 

と 分捕って しまった。 その 時、 伯父が さりげなく 洩し 

た 言葉に よれば、 その 刀 はどうい うわけ か、 昔から な 

るべ く 佩用し ないよう にとの 言い伝えが あるの だと か- 

だが、 そのような こと、 坪 井 君 は 別に 気に も 止めな か つ 

た。 

—— 田舎の 旧家に は、 いろいろ 曰く付きの 物が あ 

り、 また いろいろの 言い伝えが ある もの だ。 それ 

らの ものが 積って、 家の 格式と か 伝統と か を 形造 

る ことが 多い。 然し それらの もの も、 いつしか 忘 

れられ がちに なったり、 心に もとまらない ほど 遠 



なお 気味 悪くな り、 布に 包み 箱に 納めて 納戸に 隠して 

しまった。 

—— こういう 話、 君 は 一笑に付して しまう だろう _ 

僕 だって、 まさか …… と 思う ことに 変り はない。 

けれども、 坪 井 を 単に 迷信家 だと 云いき るの も、 

どうであろう か。 人 は 時あって、 或る 思想に 捕え 

られる ことがあり、 或る 観念に 捕えられる ことが 

ぁリ、 随っ てまた、 或る 幻覚に 捕えられる こと も 

あるだろう。 思想 や 観念が、 往々 にして 人から 独 

立して 存在す る もので あり、 それが 人 を 捕える の 

だ、 という 見方 も戎立 するとす るなら ば、 幻覚に 



ある。 私 は それ を 坪 井 君に 返した。 その 時、 私 も、 坪 

井 君 も へんに 相 済まぬ ような 微笑 を 浮べ た。 

—— この 話、 全くの 事実な ので ある。 作為 はない。 

其 後 幾年 か、 僕 は 坪 井に 逢わない し、 消息に も 接 

しないが、 彼の 何となく 不健康な 弱々 しい 姿、 そ 

れで もど ことなく 根が 強そう な 姿 は、 今でも 僕の 

眼に 残って いる。 どうして いる ことであろう か。 

君が もし 坪 井に 逢うよう な ことがあったら、 僕に 

^つ て 宜しく 言つ て くれ 給え。 
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